
テクノロジーの進化により、現代社会に
浮かび上がっている文字や数値は膨大の
ものとなり、それを分類、整理する手法
も多種多様です。データ分析の大きな目
的は、様々な分析手法を用い、社会や組
織に有用な情報を生み出すことだと考え
ます。これらを視覚化するため、曲線、
直線、色の明度差、オブジェクトの重なり、
そしてそれらがそれぞれの同心円として
収束する模様を描きました。
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